


1 はじめに(調査に至る経緯・古墳群の概要)

宮の本第24号古墳は三次市北東部の府江田町の丘陵上にある径30mの大型円墳で，平

成 19 (2007)年4'"'"' 12月に(財)広島県教育事業団が中国横断自動車道尾道松江線の建設

に伴って発掘調査を行った。第24号古墳の周囲には径10m程度の小円墳が取り巻いてお

り， これらは箱式石棺を中心埋葬とする4基 (第21'"'"'23・25号古墳)と横穴式石室をも

っ3基 (第20・31・32号古墳)から成る。 其々の古墳の時期は， 箱式石棺をもっ小円墳

が4世紀末'"'"'5世紀中葉頃， 横穴式石室墳が6世紀末'"'"'7世紀中葉頃とみられる。 この

ほか， 古墳群に先行する木棺墓(SK2， 3世紀末'"'"'4世紀前半)や祖先祭把に関わる

とみられる建物跡2棟(S B 2 ・ 3)がみつかっている。

2 大型円墳・宮の本第24号古墳の調査成果

①墳丘の構造と盛土の構築 第24号古墳は調査区の中央， 高所側に築造 されている。 三

段築成の大型円墳で， 径29.8m x 31. Om， 高さ 3.72'"'"'4. 69mの墳丘規模で、ある。 地面を

高さ1mほど削り出した墳丘基底面 (下段平坦面) の上に盛土 (3段階)しており， 第

1段階の盛土の上面に最初の， そして古墳築造の契機となった首長の遺骸を納めるため

の竪穴式石室を第2段階の盛土と併行して築く。 その竪穴式石室上面すなわち第2段階

の盛土の上面 (上段平坦面)から竪穴式石室の南北両側に墓坑2基を掘り込んで， 大小

の箱式石棺を築く。 そして， 最後にこれら3基の中心埋葬を覆うように盛土をして高さ

1mの墳頂壇を築く。

②葺石 上段平坦面と下段平坦面の間の墳丘斜面には葺石を施している。 基底に 20'"'"'50

cmと大型の角礁を縦長に置 き， その上方に10'"'"'30 cmの大き さの小型の礁を乱雑に置く。

贋瀬覚氏分類のB2類の葺石の積み方に該当する。

③埴輪

( 1 )埴輪列 下段平坦面には円筒埴輪 92 本を樹立する。 墳丘南東部で何か 所か欠失が

みられるので， 本来は 100 本程度の埴輪が樹立していたと思われる。 埴輪列の主体は普

通円筒埴輪だが， 約2割， 20 本程度は口縁が大きく 2段に開く朝顔形円筒埴輪で， 一定

の間隔をおいて普通円筒埴輪の聞に樹立 されていたと思われる。埴輪は幅1. 5'"'"' 2 mの平

坦面の外縁寄りにほぼ等間隔に立てられている。 葺石の聞からも移しい量の埴輪の破片

が出土していることから， 墳頂壇周囲の上段平坦面や墳頂壇頂部にも埴輪列が存在して

いた可能性がある。 墳頂壇頂部や周辺からは家形埴輪を主体とする形象埴輪片が一定数

出土しており， 3基の中心埋葬の周辺に置かれていた可能性が高い。 埴輪列の埴輪を仔

細にみると， 5、 6本を一つの単位にし， 並びに微妙にズレがみられる。 埴輪の間隔は

中心間で 60'"'"'70 cm程度， 埴輪開で 30 cmほどである。

( 2)埴輪の特徴

a. 法量 普通円筒埴輪(平均値) は底径28 cm 口径38 cmが平均値で， 高さについて

は明確ではないものの， 66'"'"' 77 cIÍlくらいかと考える。 朝顔形円筒埴輪はこの普通円筒埴

輪よりやや大きく， 平均値で底径28 cm， 口径46 cmで、ある。 また， 底部高(平均)15.6 

cm， 突帯間隔 (平均)11. 3 cm， 口縁部高(平均) 11. 5 cmで， 底部高今1.39X突帯間隔，

突帯間隔今日縁部高で， 贋瀬覚氏分類のIID型式(II - 4期)である。

b.透孔 円形が中心だが，正方形に近い横長の長方形や半円，マも少数だが存在する。
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1段に2個が主体だが，長方形透孔を4個もつものや，円形透孔を3個配する例もある。

c. 調整 器表の調整は1次調整の縦公ケ主体で， 2次調整の横ハケは部分的にみられ

るだけである。

d. 黒斑 いずれも有黒斑で， 野焼きによっている。

( 3 )埴輪の配置と “葬送の道" 埴輪列は基本的に1列だが， 墳丘西側中央に1か所

2列になるところがある。 この部分の4本の埴輪はいずれも朝顔形円筒埴輪の可能性が

あり， そのうち南東側の埴輪は胎土が燈褐色の “赤い埴輪" である。 この埴輪列が2列

になる箇所東側の墳丘斜面は長さ6mにわたって基底石以外の葺石が存在しない。 この

葺石のない墳丘斜面を東に登りつめると墳頂の3基の中心埋葬の足元に辿りつく。 この

東西方向の通路状の部分を西に行くと尾根線を下り， 第24号古墳に眠る首長の政治的拠

点が存在すると考えられる向江田の平野部に行き着く。 このこ左から， この第24号古墳

の墳頂に延びる東西ルートは首長の遺骸を古墳の頂に運ぶ“葬送の道" として機能した

のではないかと考えられる。 この想定を補強するかのように， “葬送の道" の入口的な4

本の埴輪のすぐ南側には埴輪片を挿入した小型の石棺(S K24-4)が存在する。 更に，

南東部の “赤い埴輪" と対応するように墳丘反対側の東側中央にも “赤い埴輪" と “黒

い埴輪" が1本ずつ立てられている。 また， この東西方向の “赤い埴輪" のラインに直

交するかのように， 墳丘北側中央には長方形透孔をもっ埴輪が2本立っており， 南側中

央には祭間的意味合いの強い滑石製の双孔円板を内部に納めた円筒埴輪が存在する。 こ

の墳丘を東西南北に十字に切るように立てられた特徴的な円筒埴輪の有り様は， 宮の本

第24号古墳の墳丘における祭把的色合いを窺わせる。

④埋葬施設

( 1 )中心埋葬 墳頂部には3基の中心埋葬が築かれている。 その中央にある竪穴式石

室(S K24-1)が最初に築かれ， 次いで北側の大型箱式石棺(S K24-2 ) ， 最後に南側の

箱式石棺(S K24-3)が構築されたとみられる。 この竪穴式石室に葬られた人物のため

に第24号古墳は築造されており， 箱式石棺の2名の被葬者は竪穴式石室に眠る首長の血

縁者(“キョウダイ")とみられる。 竪穴式石室の大きさは長さ3.53mを測るが， 後世の

盗掘を受けているため， 副葬品は皆無である。 大型箱式石棺は長さ3.15"'""3. 23mと長大

なもので， 両側石は石材を立て並べているが， 足元の西側小口は石室状に石材を5"'""6

段積み上げている。 また， 頭位側の東小口には石材が全く存在しない。 この大型箱式石

棺の内部には数cm大の円礁による磯榔があり， そのなかに遺骸を埋納した箱形木棺が納

められていたと思われる。この石棺の磯榔内から径5 .9cmの小型珠文鏡が出土している。

大型箱式石棺に葬られた人物は， 竪穴式石室に葬られた首長と強い紐帯で結ぼれた血縁

者で、あったであろうことは， その埋葬施設の大きさが首長の墓のそれに匹敵し， 埋葬施

設の構造が箱式石棺と竪穴式石室の折衷的なものであることなどから窺い知ることがで

きる。南側の箱式石棺は盗掘による損壊が顕著であるが， 長さ1. 8m程度の普通の規模の

箱式石棺とみられる。 撹乱土から鉄剣や鉄鍛の小片が出土している。

(2)従属葬ー埴輪片を挿入した石棺 第24号古墳の西側から南側にかけての墳E裾には

長さ1mにみたなし1小型の埋葬施設(石蓋土坑・籍式石棺・木蓋土坑) 9基が築かれて

いるが， なかでも下段平坦面西側の埴輪列に接するように築かれた小型の箱式石棺(S

K24-4)が注目される。 1個体分の円筒埴輪の破片を石棺の石材の聞に詰めており， 第
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24号古墳に樹立された埴輪の製作や祭把に関わった人物の墓である可能性がある。 石棺

の間に挿入されていさこ埴輪片は3条4段以上の普通円筒埴輪(口縁~胴部で， 底部は欠

失)に復元できる。 一段に長方形の透孔4個を放射状に配置しており， ほかの多くの円

筒埴輪が円形透孔2個を配するのと異なり I期的なより古い様相を示している。

⑤古墳の築造された年代 この第24号古墳の築造年代は樹立された埴輪の年代(II期新

相， 贋瀬覚「前期古墳の埴輪J Wシンポジウム記録8 前期古墳の変化と画期/古墳時代

集落研究め再検討』考古学研究会 2012年)から4世紀末を中心とした時期が考えられ

るが， 中心埋葬の副葬品がほぼ皆無であることや， 土器類の出土が殆どみられないこと

などから詳細な年代を明示するのは難しい。 ただ， 埴輪が樹立されるのは一般的には墳

丘が完成し， 埋葬祭把が終了した後と考えられている(近藤義郎「隆起斜道と葺石・埴

輪の配置J W前方後円墳観察への招待』 青木書庖 2000年)ことから，少なくとも宮の

本第24号古墳の墳丘完成は4世紀末頃と考えることができる。 しかし， 古墳の築造の開

始や中心埋葬のそれぞれの埋葬時期については， 寿墓や頬葬のことを考え合わせれば即

断はできない。 古墳はその築造に膨大な時間を要することもあり， 一般的には被葬者の

生前から造り始められた寿墓(寿陵)であると考えられている。 また， 首長の死後， 一

定のモガリ=f殖J(本埋葬までの一定期間遺骸を別処に安置あるいは仮埋葬し， その間

遺族や近親者は儀礼を尽くして奉仕する我が国古来の葬制で， W情書』東夷伝倭国条によ

ると， 7世紀初頭の日本では貴人の場合で3年間殖されたという。 和田奉「療の基礎的

考察J W日本古代の儀礼と祭杷・信仰』上 塙書房 199 5年)の期間があることからも，

古墳の築造・埋葬に多くの時間を要したと考えられる。 よって， 宮の本第24号古墳の築

造開始は4世紀末から遡り， 4世紀後葉のかなり長い時間のなかで捉える必要があると

考えられる。 因みに， 本古墳の土量はおよそ1，600 rrfほどだが， その900倍の土量の仁

徳陵の築造には1日あたり2，000人が月あたり25日働いて1 5年と8か月かかるという

試算があるが， これを宮の本第24号古墳に単純に当てはめると， 1日200人が月25日

働いて2， 3か月~数か月で墳丘は完成することになる。

3 宮の本第24号古墳の位置づけ

墳頂中央の竪穴式石室に葬られた人物の死が宮の本第24号古墳築造の契機となったこ

とは疑いない。 この人物が生存し， 活躍した時期はその死が4世紀末に近いことから，

4世紀後半を中心とした時代であると考えられる。

宮の本第24号古墳が築かれたのは4世紀後葉。 抑々，この古墳時代が始まって最初の

1 50年間(古墳時代前期=3世紀後半'""4世紀末)の三次・庄原地域の古墳は今のところ

それほど多くはみつかっていない。 当地域の古墳の大半は次代の5世紀を中心に古墳時

代中・後期に築かれている。 宮の本第24号古墳の墳頂中央の竪穴式石室に埋葬された人

物が活躍し， その死後墓が築かれた4世紀後葉を中心とした時期の古墳としては， 4世

紀中葉の庄原市東城町の大迫山ぐおおさこやま)第1号古墳， 少し遅れて4世紀後半に

築かれた神石高原町の辰の口(たつのくち)古墳， そして同じく安芸高田市の申立(こ

うだち)古墳がある。 いずれも宮の本第24号古墳に比べるとかなり大型の前方後円形の

古墳(辰の口古墳が全長77 mで、県内第2位， 甲立古墳は全長7 5mと閉じく第3位の大き

さ) である。 これら3基の大型の前期古墳は， いずれも三次・庄原地域の中心からみれ

4 



ば縁辺の地に築造されている。 その一方で， 三次盆地や庄原盆地の中心付近にはなぜか

明確な前期の大型古墳は今のところみ?かっていない。 大迫山第1号古墳では埴輪は出

土していないが， 辰の口古墳や申立古墳では円筒埴輪が墳丘頂部に樹立されている。 い

ずれも最初期のI期(3世紀後葉"'4世紀中頃)の円筒埴輪である。 宮の本第24号古墳

の円筒埴輪はn-4期(4世紀末)の埴輪であることが，その形や埴輪の器壁などに残さ

れた特徴から明らかである。 ただ， 辰の口古墳・甲立古墳の円筒埴輪と宮の本第24号古

墳の円筒埴輪には明らかな違いがある。 埴輪そのものの形態や諸特徴が前者， つまりI

期の埴輪は埴輪開， あるいは古墳問で同じ時期の円筒埴輪でも個体差が大きい。 つまり

個性が強い。 それに対して， n期でもE期に近い宮の本第24号古墳の円筒埴輪は個体差

が少なく， 個性が弱い。 つまり， よく言えば整った， 完成された形状や属性をもってい

るといえる。 また， 埴輪の立て方も前者のうち， 辰の口古墳は後円部の頂に少量立てら

れた状況で， とても埴輪列と言えそうにない。 また， 申立古墳は後円部頂部に埋葬施設

を囲むように円形に並んでおり，埴輪列としてかなり洗練された並び方をみせているが，

埴輪列の主役であるべき普通円筒埴輪とほぼ同数の楕円筒埴輪が不均等に立て並べられ

ており， まだ埴輪列による祭式は完成の域に達していない。 これら2基の前期古墳の埴

輪及び埴輪列に比べて，中期初頭で埴輪編年E期末の宮の本第24号古墳の埴輪列はどう

だろうか。 宮の本第24号古墳の埴輪列は 普通円筒埴輪を主体にしたもので， 一定の間

隔で朝顔形円筒埴輪が配されていたと思われる。 普通円筒埴輪は5， 6本を単位に立て

られていた。 また， 樹立された円筒埴輪も個体差が少なく， 並びも整然としており， 一

定の埴輪祭式に基づいて配置されたものと考えられる。 処で， 埴輪には1段おきに透孔

があり， 1期にはム， 口， 半円， 巴形など多様な透孔がみられるが， n期以後円形透孔

に統ーされるようになる。 また， 一段あたりの透孔の数もI期には3"'4個あるが， n 

期以降2個に統一されるようになる。 器壁の調整も， 1次調整の縦ハケののちに2次調

整の横ハケを丁寧に施すようになるのがE期以降である。 そのほか， 突帯が扇平で突出

するシャープなものから， 断面台形で幅広の分厚いものになる。 そして， 何より最下段

の突帯までの高さが少しずつ短くなり， 上方の突帯間隔や口縁部から最上段の突帯まで

の高さ (口縁部高)とほぼ等しくなる。 そして， 応神陵や仁徳陵などの巨大古墳の築造

が始まるW期には大量の円筒埴輪を短期間に製作・焼成する必要から， 器表面の調整は

横ハケ主体となると共に， 埴輪焼成もそれまでの野焼きから害窯焼成に変換されるよう

になり， それに伴って器表面にみられた黒斑はみられなくなる。 これらの埴輪の形態や

表面にみられる諸特徴の変化は， n .  m期， つまり4世紀後半"'5世紀初頭頃に相次い

でおこる。 宮の本第24号古墳はこのような円筒埴輪の変革期に，三次・庄原中枢域で最

初にヤマト王権の埴輪祭式に則った大型円墳として築かれたのである。 そして， n期以

後， III期の埴輪を樹立した可能性のある古墳として， 宮の本第24号古墳と馬洗川を挟ん

だ南側対岸に浄楽寺第12号古墳，やや奥まった美波羅川西岸の糸井大塚古墳が築造され

る。 そして， N期の埴輪を立て並べていたとみられる古墳は馬洗川南岸を中心に西は可

愛川との合流点に近い酒屋高塚古墳， 東は吉舎の三玉(みたま)大塚古墳， そして和知

町 ・上大縄(かみおおなわ)古墳， 三良坂町の岡田山第4号古墳がある。 このように，

E期からN期のほぼ5世紀代に馬洗川沿いに埴輪樹立古墳が急激に広がる様子が窺え，

その起点として宮の本第24号古墳を捉えることができる。
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《メモ》
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鶴;集石遺構
;竪穴式石室

ヒコ ・箱式石棺
叩;石蓋土坑
祭器髄;木蓋土坑

0;土坑・柱穴など

20m 

宮の本第20-26・31・32号古墳墳丘測量図(1 :200) 
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宮の本第20-26・31・32号古墳一覧表

古墳No. 墳丘規事莫(m)
周溝

埋 葬 施 設 出主遺物 備 考直径 高さ 種類 長さ(単位mH幅(単位m)* 長軸方位 頭位 礎庶|敷石|顔料|粘土枕 棺(石室)内 棺(石室)外ほか
外護列石(石室入口)， 周溝コ字形

20 
10.9X 

1......._3 有
横穴式石室(SK20-1) 6.52"'"'6.58 0.78"'"'1.22 N240 W 北北西一南南東 (南南東に開口) 。 。 須恵器(長顎査ほか) 須恵器(大事ほか) 仕切石

11.8 箱式石棺(SK20-2) 0.85"'"'0.88 0.3"'"'0.35 N120 W 北北西一南南東 北北西 須恵器(壷・杯蓋) 周溝内(西)
箱式石棺(SK20-3) (1.1) (0.25"'"'0.42) N 10 W 南北 �t 。 須恵器(杯蓋・増蓋) 墳丘外(北西)

21 
13.0X 1.4"""'_ 

有 箱式石棺(SK21-1) 1.67"'"'1.73 0.24"'"'0.45 N710 W 西北西一東南東 東南東 。 。 。 鉄器2{鉄斧・直刃鎌) 鉄器1(鉄鯨)
14.7 2.96 箱式石棺(SK21-2) N680 W 西北西一東南東 不明

22 9.9X11.9 0.96......._ 
有 箱式石棺(SK22-1) 1.96"'"'1.98 0.35"'"'0.53 N810 E 東西 東 。 。 鉄器1(用途不明製品 鉄器(刀子・曲刃鎌)

2.1 箱式石棺(SK22-2) 不明 不明 不明
|箱式石棺(SK23-1) 1.61 "'"'1.64 O.22......._0.53 N390 W 北西一南東 |南東 。 。 。

10.7X 0.7......._ 箱式石棺(SK23-2) O.50......._0.52 0.14......._0.17 N670 W 西北西一東南東 東南東
23 有 |箱式石棺(SK23-3) 0.72 0.1......._0.36 N850 W 東西 東10.8 2.57 木蓋土坑(SK23-4) 1.7 0.43......._0.56 N170 E 北北東一南南西 南南西? 蓋押さえ礁の存在。墳E裾(北西)。

石蓋土坑(SK23-5) 0.81 0.18......._0.23 N400 E 北東一南西 北東 墳正裾(北西)
|葺石，円筒埴輪列，墳，語列石，墳頂吉日形象埴輪片の存在。 .

可 竪穴式石室(SK24-1) 3.53 0.76......._0.95 N640 E 東北東一 酉F耳西 東北東 。 え

箱式石棺(SK24-2) 3. 15......._3.23 0.72......._0.86 N710 E 東北東一西F写西 東北東 。 。 小型倭製鏡1 箱形木棺か被覆礁。
箱式石棺(SK24-3) 推定2 (0.53) N570 E 東北東一西F写西 東北東 鉄器22点(鉄鉱ほか)
箱式石棺(SK24-4) 0.61 0.21 "'"'0.23 N300 W 北北西一南F耳東 南南東 円筒埴輪片 側壁2段。板石聞に埴輪片。
箱式石棺(SK24-5) 0.48......._0.5 0.12"'"'0.17 N530 E 北東ー南西 北東 墳正裾(北西)

24 
29.8X 3.72......._ 無 石蓋土坑(SK24-6) 0.75 0.12"'"'0.26 N530 W 北西一南東 南東 蓋石 重・側壁2段。墳正裾(南)。31.0 4.69 木蓋土坑か(SK24-7) 0.61 0.26"'"'0.30 N680 E 東北東一西南西 東北東 墳丘裾(南)

石蓋土坑(SK24-8) 0.74 0.15......._0.21 N610 W 西北西一東南東 不明 蓋石一重・側壁2段。墳E裾(南)。
石蓋土坑(SK24-9) 0.74 0.23......._0.28 N610 W 西北西一東南東 不明 墳正裾(南)
石蓋土坑(SK24-10) 0.55 0.08"'"'0.2 N180 E 北北東ー南南西 北北東 墳正裾(南)
箱式石棺(SK24-1l) 0.49"'"'0.50 0.17"'"'0.18 N310 E 北北東ー南南西 北北東 墳丘裾(南)
石蓋土坑(SK24-12) 0.8 0.27"'"'0.32 N690 W 西北西ー東南東 東南東 木棺か。墳丘裾(南)。

1.3"""'_ 葺石
25 12X 12.5 有 箱式石棺(SK25-1) 1.80"""'_1.84 0.30"'"'0.47 N650 W 西北西一東南東 東南東 。 。 鉄器1(直刃鎌) 鉄器1(直刃鎌)2.71 石蓋土坑(SK25-2) 0.9 O.26......._0.38 N310 W 北北西一南南東 北北西? 葺石間の墳正斜面
26 6.3X6.8 0.3......._ 生霊 石蓋土坑(SK26-1) 0.73 0.23"'"'0.32 N790 W 東西 西?

0.9 石蓋土坑(SK26-2) 0.59 0.22"'"'0.29 N840 W 東西 東?
31 墳正なし 無? 横穴式石室 4.1"'"'4.3 0.72"'"'1.02 N780 W 西北西一東南東 (東南東に開口) 。 須恵器(杯蓋ほか) 棺台石
32 墳正なし 無 横穴式石室 2.45 0.48......._0.65 N210 W 北北西一南南東 (南南東に開口)1 0 。 須恵器(杯蓋・杯身) 排水溝

事長さ・1昌一石棺・石室;内f三，石蓋土坑・木霊土坑・土坑基 ;墓坑(下段重:坑jの上端の規模。 括弧内は現存値。
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埋葬施設

j . u w. w 三三2
1 . SK2 'SKl SK3 I 

2m米一10m�

-一一一一- 25m.'ー

・. 30m: 

宮の本第24号古墳の墳丘模式図

墳頂壇

宮の本第24号古墳の墳丘盛土模式図

8 

圏;埋葬施設

関;小丘(盛土の基礎)
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古墳墳頂における葬送儀礼のようす(想像図)

(上)京都府・椿井大塚山古墳

W " �'" 

(金関恕監修早川和子画『よみがえる日本の古代一旧石器~奈良時代の

日本がわかる復元画古代史ー』小学館2007年. 78-79頁

国後円部中央に築かれた竪穴式石室(椿井大塚山古墳)より)

(下)岐車県・昼飯大塚古墳

(中井正幸『昼飯大塚古墳一美濃最大の前方後円墳ー』同成社2007年，

1 08- 1 09頁 図73より)
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可

C類f士

:� 
時期区分 集成編年 和国編年 Al A2 A

' 
B 1 

前期前繋 1 一

前期中葉
2 ー E E 
3 : E 

前期後葉 四
. 

4 
. 

中期初頭 五

葺石の類型とその消長

B2 C 

: 

E 
目

(鹿瀬覚「葺石と段築成J W古墳時代の考古学3 墳墓構造と葬送祭品目 同成社 2011年. 6 

頁図2. 7頁表1を合成)
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東日本的工法

地山

西日本的工法

水平積み又は小丘

地山

墳丘構築法の模式図(青木敬『古墳築造の研究』

六一書房 2003年.40頁 図13より)

仁二二コ

①宮の本第21号古墳の墳丘

/ 

西日本的工法の県内例(1 :120) 

(上;第4表文献7.下;文献9より)

11 

園土手状盛土

圏旧表土

E土手状盛土

園 小丘

一



|普通円筒埴輸の部分名称|

透子し

N 

|朝顔形円筒埴輸の部分名称1

1 次ロダヘ千三子τJfr

日間部

H 2次口縁

F 

-t:I:炉

胃'

(大阪市立大学日本史研究室『玉手山1号墳の研究』

2010年， 91頁a図37)



口;朝顔形円筒埴輪
圃;朝顔形円筒埴輪の

可能性があるもの
口1;檀褐色暗褐色の埴輪
図 ;埋葬施設

13 
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1;前方後円墳

t;帆立貝式古墳

1;前方後方墳

・;円墳

圃;方墳

県北(三次・庄原市域)の埴輪樹立古墳の広がり(1:20万)

(高梁川)

陣輪樹立古樹

女;JII硝年I期(3世紀後半-4世紀中葉)

⑧;川西繍判期(4世紀後半)

.6.;川西編年E期(4・世紀末-5世紀初頭)

企 ;川西編年W期(5世紀前葉~中葉)

I期の埴輪
個圃同 E期の埴輪
一- N期の埴輪

。 10拘甘



文献表
N0.1 文 献 名

11広島県双三郡三次市史料総覧編修委員会『広島県双三郡三次市史料総覧』第5篇 1974年
2|三次市史編集委員会『玖市史� II 2004年
3|広島県教育委員会『酒屋高塚古制 1983年
4|本村豪章「備後三次市太郎丸古墳調査報告J W古代吉備』第4集 1961年
51植田千佳穂「史跡浄楽寺・七ツ塚古墳群測量調査報告J W広島県立歴史民俗資料館研究紀要』第4集 広島県

立歴史民俗資料館 2003年
6|松崎寿和・潮見浩「広島県三次市神杉常楽寺古境群調査概報J W広島大学文学部紀要� 6 1954年

71財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(29) 宮の本
第20-26・31・32号古墳� 2013年(近刊)

81財団法人広島県教育事業団 広島県立歴史民俗資料館『中国横断自動車道尾道松江線建設事業に係る三次市域
埋蔵文化財発掘調査報告会資料� 2007年

財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(10) 権現第91 1-3号古漬� 2010年

101河瀬正利「糸井大塚古墳J脇坂光彦・小都隆企画・編集『探訪・広島の古制 芸備友の会 1991年
|加藤光臣『稲荷山D-16号古墳の測量報告一三次市教育委員会・三次地方史研究会・広島県立歴史民俗資料館の111合同調査一J W広島県立歴史民俗資料館研究紀要』第8集 広島県立歴史民俗資料館 2011年
財団法人広島県教育事業団 広島県立歴史民俗資料館『中国横断自動車道尾道松江線建設事業に係る備北地域121 埋蔵文化財発掘調査報告会資料� 2008年
�mUH且 ー 冒冒川匝..... ...，、1'/.vー到\�曾町fl\阻111.可箇i則量確撚I Ir事長トレンチJI現3寝室昆1号 続トレン
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司.
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広島県北の主な前・中期大型古墳(三次・庄原市域中心)

No. 文献 所在地① 所在地② 古墳名 墳形

1.2 三次市 粟屋町 岩箇第1号古墳 円

2 1・2一次市 十 日 市町 者宮古墳 前方後円

3 3三次市 西酒屋町 酒屋高忽古墳 帆立貝

4 1・ 2三次市 西酒屋町 普法寺第8号古墳 帆立貝

5 1・2三次市 西酒屋町 善法寺第9号古墳 前方後円

6 1・2三次市 西酒屋町 普法寺篇11号古墳 前方後方

7 4三次市 四捨貧PIt. 四捨貫太郎丸第2号古墳 円
8 1・2 ー次市 四捨貧町 四捨貫太郎丸第20号吉績 円
9 1・2 三次市 四拾貨町 四捨貫太郎丸第32号吉積 前方後円

10 5・ 6 三次市 高杉町 浄楽寺第1号吉積 帆立貝
1 1 5・6一次市 高杉町 浄楽寺第12号古墳 円
12 5・ 6 ニ次市 高杉町 浄楽寺第37号古墳 円
13 5・ 6 ニ次市 高杉町 浄ヨ隆寺第61号古墳 方

14 7三次市 向江田町 宮の本第24号古繍 円

15 8三次市 向江田町 箱山第5号古墳 方

16 9三次市 向江田町 権現第2号古墳

17 10 三次市 糸井町 糸弁大混古墳 帆立貝{糸弁獲のヨド第1号古墳)

18 11 三次市 三良坂町 稲荷山0-第16号古墳 円

19 12 三次市 吉舎町 下矢弁甫第4"'号古墳 円

20 13一次市 |吉舎町 八幡山 l -fi! 古坦 立貝
21 11':次市 |重金町 八幡山 24-' ト古i I方後円
22 11':次市 |吉舎町 海国原 20-1 古 方後円
23 11':次市 |吉舎町 海国原 29 古 方後円
24 14三次市 吉舎町 ェ玉大塚古墳

(三玉第1号古墳) 帆立貝

25 15三次市 吉舎町 寺滞2駆3号古墳 前方後方

26 16神石高原町 高光 辰のロ古墳 前方後円
27 17安芸高田市 甲田町 申立古漬 前方後円
28 18庄原市 東減町 大迫山第1号古墳 前方後円
29 19庄原市 よ原町 甲山吉境 前方後円
30 20庄原市 本郷町 寝訪第1号古墳 帆立夏
31 21庄原市 掛図町 18寺第1号古墳 前方後円
32 22庄原市 |本町 .山古墳 附方後円
33 23庄原市 宮内町 矢情古墳 前方後円

34 23正原市 小舟町 広政第2号古墳 帆立貝

. 
墳丘規様(単位m)

径・全長 (後円部径)

径30
会長37.4 22.7 
会長( 推
定 )46 34 

全長30 21 

全長35 14 
4同

会長34 後方部長さ18

径26.6
径32
会長38 径30
会長27.9 径23.5
径45.8
径29.5
一辺19.0

径29.8X
31.0 

一辺13.7
x 14.0 

径20

全長65 56 

径36x38

径17.5x 
18.8 

全 45 40 
全 48 39.5 
全 40 29 
全 33 26 
全長41 33.3 

全長35- 後方部長さ
40 20 
会長77 36 x41 

全長75
会長45.5 25 
全長59 37.4 
全長29.8 20 
全長61.7 39.3 
全長41 26 
会長56 33 

全長48 35 

中心埋葬施設 従属葬 発掴
;1;;; 調査

4.5 竪穴式石室(長さ2.4m) 績頂=箱式石橋4・石室E主 。坑1
3 

①竪穴式右室(長さ推定3.6
71m) ②竪穴式石室(長さ 。

2.72m) 

3.5 ①竪穴式右室(長さ3m)②箱 前方都中央=箱式石棺1 。式石箱(半壊)
①竪穴式石室(長さ2m)②箱 前方部=竪穴式石室(長さ3.5 。式宥棺(長さ1.8m) 1.7m)・箱式石棺2

3土坑(木棺)=長さ2.7m 前方都=箱式石棺2 。

4 竪穴式石室(半犠) 。

3箱式石棺か 。
6.1 粘土榔2 。
4.3 箱式石棺 。
2.7 箱式石橋 。

3.72- ①竪穴式石室(長さ3.53m) 墳丘=小型箱式石棺1，
4.69 ②籍式右指(長さ3珂-3.23 墳裾=小型箱式石棺2，木 。

m) ③箱式右犠(半壊) 重量土坑1，石室E土坑5

2.2-2.5 ①箱式石棺②籍式石棺 墳頂=石重量土坑1 ，墳裾= 。小型箱式石綿1，石釜土坑2

①
②

箱
箱
式石棺(長さ1.78m)

3 式右槍(畏さ1.64m+) 墳頂=小型箱式石棺1 。③箱式石棺(長さ1.6m+)
④箱式石槍(長さUm)

8-10 

4.2-7 

①
②粘

粘土御(割竹形木箱)
2-3.8 土櫛(割竹形木棺) 演裾=土坑(寄l竹形木緒) 。③粘土柳(割竹形木棺)

④土坑(割竹形木棺)
8 

7.9 竪穴式石室(半犠) 。

3+ 前方都墳頂=粘土榔1・箱
企』式右槍1・石釜之坑1

7.3 竪穴式石室(長さ6.7m， 〈ぴれ部墳鋸=当直槍棺1 。箱形木棺)
13 i込

5竪穴式石室(長さ5.14m，
箱形木棺か) 。

7.7 
3.5 箱式石棺2・配石土坑2 。
6.5 竪穴式石室か 前方都ー竪穴式石室。r箱式

石棺か
4 

6.2 

6 
L一一ーー一一一一

時期 墳丘築成

4c 

前期か

5c後半 二段築成

中期前半

中期前半

中期前半

前期か

一段築成
5c中頃 一段築成

一段築成

4c宋~
5c初頭 三段築成

5c 二段築成

(4c後葉

5c前半

中期前半 二段集成
5c後半
(やや新 三段築成
相)

4c末~ 二段築成5c初頭

5c後半か

5c後半 三段築成

5c後半~
6c初頭
4c後半 三段築成
4c後半 一段築成
4c中葉 三段築成

5c中 ~後 二段築成半
前半
中期~後 二段築成期初頭
中期~後

期初頭

. ・ ・ . . ' 

II石 埴鎗�I

。

。 0か

。

。

。
。 0 ・

。
。

。 。

。

。 0か

。

0か

。 0か

。 .6.( 墳頂)
。 。

。

。 。

。 。

0か

局自降 形象纏輸 111事事遺物

①竪穴式右:Æ=(画文字停神獣
鋭)・倣・鉄斧・鍬先・刀子
②竪穴式右室=剣・勾玉・小豆
①竪穴式石室ー剣・刀・鉄斧.

従.型車=剣・ 鎌 3 

①竪穴式石室ー小型鎌・剣・
鉄斧・ 倣.従属葬=小型鏡・
範・鍬先

土坑(木槍)=剣・刀・鎌・鉄
斧・鈍.従属葬=万子・鉄斧

変形文鍍.刀.剣.錯.万子.
貧農

。
。 。
。
。

x 。 ②
③ 
箱式石棺=小型鏑
箱式石繕=郵j片・倣片

x ①箱式右指=錯・鎌・竪櫛

①箱式石棺=直刃鎌・管玉・
x 臼玉.

④箱式石棺=万子・勾玉・管
玉

。

。

①粘土柳=万子・霊櫛.
。 ②粘土柳= 刀子・鉄剣，

③粘土榔= 鉄鎌・鉄斧・刀子・
鉄剣・竪櫛. ④之坑=竪櫛.

。
。 ユa

。
。

。 。 珠文鏡・変形文鏡・筒形銅器盲
鉄鉾・短甲・磁石ほか

竪穴式石室=管玉
。

背面溝 獣首鏡・ 勾玉・管玉・小玉

。

..."" 

� 

16 



宮G)本第20�26・31・32号古壊における墓制G)変遷
| 《宮姉古墳群》

3 
世
紀

一一300年

4
世
紀

|木棺墓SK2
↓ 

(始祖墓)
↑大型円墳
↓(第24号古墳)一ー由 400年 11 1

↓小円墳の築造(箱式石棺)5
世
紀

ー・晶

、J 一一500年

6
世
紀

ー-600年

7 

世
紀

ーー700年

(25→23→21→22) 

(集団の墓はどこ?)

↑横穴式右室墳の築造・追葬

| 伽32→31)

↑祖廟SB2・3の建設

(祖廟祭杷の継続)

祖廟SB2・3の荒廃

《8*0>出来事》
244- Iこの頃，卑弥呼死す

246年
箸墓古墳(卑弥呼の墓?)の築造

369年 |百済から七支刀おくられる。

5世紀初 |高句麗の南下による伽耶地域からの
難民が日本に渡来する。

421-479 1倭の五王(讃・珍・興・済・武)=中国南朝への遣使
年頃

5世紀後葉-6世紀

伽耶地域が新羅に滅ぼされ，百済との交流盛ん


